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「
グ
ラ
ン
チ
ャ

東
雲
」
は
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
指

定
管
理
者
と
し

て
運
営
し
て
い

る
江
東
区
児
童

・
高
齢
者
総
合

施
設
で
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
特
に
、
認
知
症
予
防
の

た
め
に
身
体
と
頭
の
両
方
を

使
う
体
操
な
ど
は
、
誰
で
も

簡
単
に
楽
し
く
で
き
る
と
好

評
で
あ
る
▼
今
秋
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
少
し
落
ち
着
い
て
き

て
、
よ
う
や
く
通
常
の
運
営

に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
久
し

ぶ
り
に
来
館
す
る
高
齢
者
の

中
に
は
、
体
力
や
認
知
機
能

が
低
下
し
た
方
も
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
の
2
年
間
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
多
い
▼
高
齢

者
が
活
動
す
る
機
会
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
非

常
に
重
大
な
問
題
を
含
ん
で

い
る
。
人
と
の
会
話
、
地
域

社
会
と
の
接
点
の
減
少
も
メ

ン
タ
ル
面
に
影
響
を
孕
ん
で

い
る
。
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら

利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
る
こ
と
も
増
え
た
。
ま

さ
に
コ
ロ
ナ
で
抑
圧
さ
れ
て

い
た
も
の
が
一
気
に
爆
発
し

た
よ
う
に
も
み
え
る
▼
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
世
界
を
見
つ

め
地
域
に
生
き
る
」
と
い
う

標
語
を
作
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運

動
を
進
め
て
き
た
。
互
い
を

認
め
合
い
、
高
め
合
う
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
」
の
あ
る

豊
か
な
社
会
を
創
る
に
は
、

正
し
く
世
界
を
見
つ
め
地
域

に
根
差
し
て
生
き
て
い
く

「
本
当
の
覚
悟
」
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
（
グ
ラ
ン
チ
ャ
東

雲

菅
原
成
臣
）

赤 三角

東京ＹＭＣＡの使命
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。

2021年

1072人で１億歩 ＝ 地球１.８周達成
インターナショナル・チャリティーラン

●全国協賛

・三菱商事株式会社

●全国賞品協賛

・キャセイパシフィック航空日本支社

・マテル・インターナショナル株式会社

・特定非営利活動法人アンリューシュ・ポテンシャル

・デサントジャパン

●参加・協賛一覧

・カーギルジャパン合同会社

・富士フイルムビジネスイノベーション株式会社

・上田八木短資株式会社

・岡谷エレクトロニクス株式会社

・ＵｉＰａｔｈ株式会社

・ＹＭサービス株式会社

・東京ワイズメンズクラブ

・東京世田谷ワイズメンズクラブ

・ワイズメンズクラブ国際協会東日本区在京ワイズメンズクラブ

・ライオン株式会社

・京王電鉄株式会社

・国際青少年センターＹＭＣＡ東山荘

・株式会社恵愛

・チームＨＧＲ

・西東京コミュニティーセンター

・山手コミュニティーセンター

・江東センター･江東ＹＭＣＡ幼稚園･東京江東ワイズメンズクラブ

・東陽町コミュニティーセンター

・東京ＹＭＣＡインターナショナルスクール（ＴＹＩＳ）

・しののめＹＭＣＡこども園

・東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校

・東京ＹＭＣＡ野外教育事業部

・東京ＹＭＣＡ ｌｉｂｙ・高等学院

・東京ＹＭＣＡにほんご学院

・東京ＹＭＣＡウエルネス東陽町水泳クラス

・東京ＹＭＣＡ社会体育・保育専門学校

・ＤＲＥＡＭクラス

・東京ＹＭＣＡ役員・評議員・本部職員

【2021年度 参加・協賛企業・団体】

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
支
援
を
目
的
に
30
年
余

に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
い
る

「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ラ
ン
」
は
今
年
も
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

駅
伝
大
会
と
し
て
の
開
催
が

か
な
わ
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
に
替
え
て
開
催
し
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
歩
数

を
カ
ウ
ン
ト
し
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
歩
き
、
歩
数

を
競
う
ル
ー
ル
で
、
10
月
16

日
～
22
日
は
個
人
参
加
、
10

月
23
日
～
31
日
は
チ
ー
ム
レ

ー
ス
と
、
計
16
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
。
参
加
者
総
数
は

１
０
７
２
人
。
歩
数
総
計
は

昨
年
度
よ
り
１
千
万
歩
以
上

増
え
て
１
億
５
７
７
万
９
９

２
５
歩
。
１
歩
を
70
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
し
て
距
離
に
換

算
す
る
と
７
万
４
０
４
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
お
よ
そ
地
球

１
・
８
周
を
歩
い
た
計
算
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
く
だ
さ
っ
た
企
業
か

ら
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
長
期

化
し
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
て
い
た
の

で
、
良
い
交
流
の
機
会
と
な

っ
た
」
「
駅
伝
と
違
い
、
体

力
に
自
信
の
な
い
人
や
地
方

の
社
員
な
ど
、
幅
広
い
層
が

楽
し
め
た
」
「
歩
く
習
慣
が

つ
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は

今
回
の
大
会
が
楽
し
か
っ
た

か
ら
と
「
社
内
で
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
い

う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
も
多
数

参
加
。
ご
家
族
か
ら
は
「
子

ど
も
と
一
緒
に
歩
数
ラ
ン
キ

ン
グ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

歩
い
た
。
い
つ
も
の
散
歩
に

張
り
が
出
て
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
ご
感
想
が
あ
る
一
方

で
「
や
は
り
皆
で
集
ま
る
駅

伝
大
会
の
方
が
楽
し
い
」
と

い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
期
中
、
少
し
で
も
参
加

者
と
交
流
が
で
き
れ
ば
と
、

会
を
」
と
い
う
声
が
あ
る
一

方
で
「
駅
伝
に
は
参
加
で
き

な
い
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ら

参
加
で
き
る
」
と
い
う
声
も

あ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
大
会
に

つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
す

が
、
来
年
も
ま
た
皆
さ
ま
に

お
目
に
か
か
れ
ま
す
よ
う
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
レ
ー
ス

初
日
、
都
立
木
場
公
園
に
フ

ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
。
30

組
80
人
の
方
が
お
越
し
く
だ

さ
り
、
青
空
の
下
で
笑
顔
の

撮
影
会
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
の
写
真

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
投
稿
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
横
浜
や

千
葉
、
埼
玉
な
ど
各
地
の
写

真
が
寄
せ
ら
れ
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
色
と
り
ど
り
の
秋
の

風
景
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
益
金
は

４
，４
８
８
，４
５
８
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
物
品
の
ご
寄

付
も
多
数
い
た
だ
き
、
入
賞

者
へ
の
賞
品
や
抽
選
の
景
品

と
し
て
用
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
多

く
の
方
が
参
加
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。

大
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
「
来
年
こ
そ
は
駅
伝
大

投稿写真や参加チーム紹介、レース結果など
詳細はホームページをご覧ください。

＜参加者からの投稿写真＞
上段右＝富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 端数倶楽部
上段中＝三菱商事株式会社 上段左：東京ＹＭＣＡ高等学院
下段右＝個人参加者
下段中＝米ＮＹ州フロストバレーＹＭＣＡ
下段左＝東京ＹＭＣＡ社会体育・保育専門学校

http://tokyo.ymca.or.jp/support/charityrun.html
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総主事カフェにようこそ

コロナ対応で大変だった２０２１年ももうすぐ終わります。今年１年、総主事カフェにお立

ち寄りいただいた皆様にアメリカの昔話「クリスマスの鐘」をプレゼントします。

アメリカのとある町に、大きな教会がありました。

その教会の鐘には「クリスマスの夜に、神さまに素晴らしい贈り物をすれば鳴る」という言い伝

えがありましたが、まだ一度も、この鐘が鳴るのを聞いた人はいませんでした。

さて、この町のはずれの小さな村に、ペドロという男の子と弟がいました。

二人はクリスマスにこの教会に行くことを楽しみにしていました。

待ちに待ったクリスマスの前の夜、二人は町へ向かいましたが、

町の入口に、女の人が倒れているのを見つけました。

ペドロはポケットから銀貨を取り出すと、弟に差し出しました。

「この銀貨は、神さまへの贈り物だよ。ぼくはこの人を助けるから、一人で行って銀貨を届け

て」「えっ、ぼく、一人で行くの？」「大丈夫。さあ、行っておいで」

弟は仕方なく一人で町の中へ入っていきました。

教会の中は、たくさんの人で賑わっていました。どの人も神さまへの立派な贈り物を得意そうに

抱えていました。目がくらむような宝石、山のような金貨、銀の食器。誰もが自慢の贈り物をし

て鐘を鳴らそうとしましたが、いっこうに鐘は鳴りません。

最後に王さまが最も大事にしている金の王冠をささげました。みんなはじっと耳を傾けました

が、鐘はシーンと静まり返ったままです。

「信じられない、王さまの金の冠でもだめなのか」人々があきらめていたその時です。

「カラーン、コローン、カラーン、コローン」突然、塔から美しい鐘の音が響いてきました。

「あっ！鳴った。とうとう鳴ったぞ！」「なんて、美しい音色なんだ」「それにしても、鐘を鳴

らすほどの贈り物をしたのは、いったい誰だろう？」、人々はいっせいに振り返りました。

するとそこにはペドロの弟がぽつんと立っていました。

「ぼくはただお兄ちゃんから預かった銀貨を一枚神さまに捧げただけだよ」

素晴らしい贈り物というのは、高価かどうかではありません。相手を思う純粋な心が贈り物

に込められていることが大切です。ＹＭＣＡの運動や活動の一つ一つが、ペドロの銀貨のよう

に人々の心に感動の鐘の音を鳴らすことができるといいなと思います。クリスマスを迎えて神

様が私たちにプレゼントして下さった愛にもう一度感謝するとともに、私たちの愛を隣の人に

も分けていきたいと願います。素敵なクリスマスと希望に満ちた新しい年をお迎えください。

年
に
一
度
、
会
員
・
職
員

が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
考
え

る
会
員
協
議
会
「
ソ
シ
ア
ス

２
０
２
１
」
が
、
11
月
13
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で

し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
も
落
ち
着
い
て
き
た
た

め
、
東
陽
町
セ
ン
タ
ー
で
の

会
場
参
加
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か

を
選
択
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
で
開
催
。
会
員
職
員
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
会
員

活
動
の
活
性
化
に
向
け

て
」
。
こ
こ
数
年
、
会
員
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
を

ふ
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
会
員

制
度
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
協
議
に
あ
た
り
、
ま
ず

中
里
敦
会
員
部
統
括
か
ら

「
こ
れ
ま
で
の
会
員
の
あ
り

方
を
振
り
返
る
」
と
題
し
、

１
４
０
年
の
歴
史
に
お
け
る

会
員
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て

紹
介
。
創
立
当
初
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
男
性
に
限
定
さ
れ

て
い
た
会
員
対
象
者
が
、
事

業
内
容
と
共
に
拡
大
さ
れ
て

き
た
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
会
員
部
運
営
委
員
長

の
上
田
晶
平
さ
ん
か
ら
、
現

状
の
課
題
に
つ
い
て
問
題
提

起
が
あ
り
（
＝
左
枠
）
、
そ

の
後
約
１
時
間
半
の
分
団
協

議
を
行
な
い
ま
し
た
。

分
団
発
表
の
後
、
菅
谷
淳

総
主
事
は
「
今
後
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
多
く
の
人
に
選
ば
れ
る

魅
力
的
な
団
体
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
今
日
の
意
見
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
、
次
年
度

の
運
営
方
針
に
取
り
入
れ
た

い
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て

運
営
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
室
）

東京ＹＭＣＡは１８８０年、会員によるアソ

シエーションとして設立。活動の拡大に伴って職

員を雇用したが、あくまでも主体は会員だった。

その後、専門学校など事業が拡大し、職員数も増

えていったが、組織としての意思決定は会員から

選ばれた「常議員会」によって行なわれていた。

また各事業には会員による運営委員会が設置さ

れ、職員と会員が“車の両輪”となって運営して

きた。

けれども２００３年、事業悪化により神田会館

を売却した際、事業の責任主体を明らかにする必

要が生じたことから会則を変更。会員の活動は

「会員部」に集約され、それ以外の事業には関与

しない体制となった。２０１１年に公益財団法人

へ移行した際には「常議員会」も廃止され、会員

による活動と職員による事業とが、明確に分離さ

れるに至った。

以来、会員数は１０００人前後を推移。ここ数

年は９００人ほどに留まっている。現在、会員に

なっている方の動機を大きく分類すると、幼稚園

やキャンプなど何らかの活動をきっかけにＹＭＣ

Ａに賛同した人、クリスチャンとして団体の主旨

に賛同した人、青少年を育てたい、社会をよくし

たい等の使命感をもって関わっている人などさま

ざまであるが、新たな会員はなかなか増えていか

ない。他のＮＰＯと比べて会費の使途が複雑なこ

とも、訴求力の弱さの一因となっている。結果と

して会員層の高齢化が進み、主体的に活動を担え

る会員が減少。活動も内向きになるなど課題が生

じている。

一方でＹＭＣＡには、会費は払っていないがボ

ランティアとして活躍している人たちや、寄付に

よって活動を支える人たちもいる。いずれもＹＭ

ＣＡにとって欠かせない存在であるが、会員では

ないため組織化できていないという課題もある。

また各事業分野でも、専門知識をもつ会員層が必

要となっているが、こうした人材も集められてい

ない。

より多くの人がＹＭＣＡの会員となり、今後も

ＹＭＣＡが地域ニーズにかなった活動を展開して

いくためにはどうしたらいいか。会員制度につい

て、また会員活動のあり方について考えるべき時

期がきているのではないか。会員諸氏のご意見を

うかがいたい。

＜会員制度の問題＞

●たとえば学生ボランティアや寄付者については、「学生会

員」など区分を増やし、会員として位置付けてはどうか。会

費納入にこだわらず、ＹＭＣＡに賛同する人たちを広く会員

として認め、「アソシエーション」の対象枠を拡大してもい

いのではないか。

●会員の活動領域を「会員部」に限定せず、事業領域にも関

わる体制にできないか。ＹＭＣＡらしい特色ある事業展開に

は、会員のサポートが欠かせない。

●会費の使途が複雑でわかりにくい。会員増強の際にも説明

が難しい。「見える化」が必要。

＜会員活動の意義＞

●会員になっても、会費を払うだけで、具体的な活動の場が

ない。会員とは何か、わかりにくい。

●以前のＹＭＣＡは、障がい児者の活動を新しく創るなど、

社会的課題に先駆的に取り組んできた。今は社会的な存在価

値が弱くなっているのではないか。社会に必要とされる意義

ある活動が展開できなければ、賛同したいと思う会員は増え

ていかない。

●社会問題について考える講演会を開くなど、もっと社会課

題について発信してはどうか。課題意識のある会員が集まっ

て新規プログラムを開発し、社会的チャレンジをしていくの

がＹＭＣＡではないか。

●まずは「ＹＭＣＡに参加して良かった」「楽しかった」と

言われる良質なプログラムを提供することが、会員登録への

第一歩になる。その上で、活動に参加した人が、やがてＹＭ

ＣＡを支援したい、賛同者になりたいと思ってもらえるよう

な「道筋」を明確にすることが、会員増強の基盤になる。

＜広報活動について＞

●ＹＭＣＡの知名度が低くなっている。ＳＮＳを駆使するな

どして、情報発信力を高める必要がある。

●会員制度について各会館でも展示するなどして、もっとア

ピールすべき。

会員協議会「ソシアス２０２１」

「会員活動の活性化」考える

会員部運営委員長 上田 晶平さん

＜東京ＹＭＣＡ会員制度の現状と課題＞

発題要旨

＜分団で出された主な意見＞

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
／
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

合
同
祈
祷
週
礼
拝
に
75
人
参
加

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
毎
年

11
月
第
2
週
を
「
合
同
祈
祷
週
」

と
し
、
共
に
祈
り
の
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
世
界
共
通
テ

ー
マ
は
『
こ
わ
れ
た
も
の
か
ら
の

美
し
さ
』
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の

も
の
が
失
わ
れ
た
状
況
を
受
け
て

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
両
会

長
か
ら
は
、
聖
句
「
四
方
か
ら
苦

難
を
受
け
て
も
行
き
詰
ま
ら
ず
、

途
方
に
暮
れ
て
も
失
望
せ
ず
」

（
第
二
コ
リ
ン
ト
４
章
７
節
）
と

共
に
「
壊
れ
た
も
の
を
癒
し
、
他

者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
光
と
な

る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
11
月
11
日
、

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
東
京
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
と
の
共
催
で
「
合
同
祈
祷

週
礼
拝
」
を
開
催
。
渡
辺
俊
彦
氏

（
上
馬
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
・
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校

講
師
）
か
ら
説
教
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
会
場

参
加
も
あ
り
、
75
人
が
参
加
。
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
う
時
と

も
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
室
）
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■「わいわいハロウィン inしののめ」

毎年１０００人ほどの親子が参加する「わいわいハ

ロウィン inしののめ」は今年も新型コロナにより、写

真スポットのみ設置しました。このハロウィンは、東

雲という新興住宅地が子どもたちの良き故郷になるよ

うにと願い、この地域で東京ＹＭＣＡが運営している

グランチャ東雲やキャナルコート保育園など８つの施

設が協力して実施しているものです。コロナ禍で一時

は中止も検討されましたが、大変な状況だからこそ楽

しいひとときを提供したいと考え、１０月２５日～２

９日、手作りのフォトスポットを４カ所設置。買い物

帰りの親子連れや保育園・学童クラブの子どもたちなど約２００人の親子が

写真撮影を楽しみました。景品もなく静かなイベントでしたが、ご家族のハ

ロウインの１ページに加えていただけたものと思います。

「敵国在留同胞対策」

少
し
込
み
入
っ
た
話
だ
が
お
付
き
合

い
願
い
た
い
。
「
国
」
と
は
何
か
。
そ

れ
は
「
人
が
継
続
し
て
安
住
で
き
る

地
」
を
指
し
て
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
の

か
。
今
年
11
月
13
日
、
東
京
新
聞
朝
刊

の
コ
ラ
ム
「
筆
洗
」
は
、
旧
ソ
連
の
ベ

ラ
ル
ー
シ
が
中
東
か
ら
の
難
民
を
ポ
ー

ラ
ン
ド
国
境
の
寒
風
の
森
に
移
送
し

て
、
Ｅ
Ｕ
に
混
乱
を
も
た
ら
す
「
人
間

の
盾
」
と
し
て
い
る
と
報
じ
た
。
「
一

つ
の
国
の
人
び
と
の
あ
る
べ
き
居
場

所
」
を
め
ぐ
る
痛
ま
し
い
現
実
で
あ

る
。日

曜
の
夜
、
私
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

の
「
日
本
沈
没
」
を
視
て
い
る
。
１
９

７
３
年
、
小
松
左
京
の
初
版
本
の
行
間

に
、
更
に
翌
年
放
映
の
テ
レ
ビ
画
面
に

心
が
竦
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
今
回
も
ま

た
、
大
地
が
割
れ
沈
む
こ
の
国
土
か
ら

人
び
と
を
脱
出
さ
せ
る
日
本
政
府
の
求

め
に
対
す
る
「
諸
国
」
の
向
き
合
い
方

に
戦
慄
を
覚
え
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
私
の
「
国
と
は
何

か
」
と
い
う
心
の
奥
の
問
い
は
、
突

如
、
私
を
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
」
に

導
く
。
そ
れ
が
、
資
料
室
の
作
業
で

あ
る
。
偶
然
手
に
し
た
資
料
が
、
諸

国
で
暮
ら
し
て
い
た
日
本
人
を
「
敵

国
在
留
同
胞
」
に
変
え
た
あ
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
時
の
諸
文
書
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
諸
外
国
に
住
む
「
わ

が
国
民
」
が
ど
の
よ
う
に
「
居
場

所
」
を
確
保
で
き
て
い
る
か
を
案
じ

た
文
書
綴
で
あ
っ
た
。
１
９
４
４
年

11
月
17
日
、
財
団
法
人
海
外
同
胞
中

央
会
理
事
長
・
海
軍
中
将
田
中
鐡
二

郎
か
ら
「
東
京
基
督
教
青
年
会
御

中
」
で
届
い
た
「
敵
国
在
留
同
胞
対

策
」
が
そ
の
文
書
で
あ
る
。
対
策
案

を
示
す
「
北
米
、
布
哇
及
カ
ナ
ダ
在

ハ

ワ

イ

留
同
胞
」
の
項
に
は
、
「
在
留
同
胞

ノ
危
機
ハ
平
和
克
服
時
ニ
ア
リ
、
即

チ
財
産
ヲ
全
ク
失
ヒ
且
衣
食
ノ
途
ヲ

失
ヘ
ル
同
胞
ハ
路
頭
ニ
迷
ヒ
奴
隷
的

境
遇
ニ
堕
ス
ル
モ
ノ
ト
想
像
サ
ル
依

テ
之
等
同
胞
ヲ
収
容
ス
ベ
キ
移
民
地

等
ヲ
共
栄
圏
内
ニ
準
備
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
敵
国
と
な
っ

た
諸
外
国
に
い
る
日
本
人
が
奴
隷
状

態
に
な
ら
ぬ
よ
う
移
民
地
を
準
備
し

た
い
の
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
対

策
案
は
、
「
印
度
、
豪
州
、
中
南
米

在
留
同
胞
」
に
も
及
ぶ
。
「
政
府
ノ

措
置
ニ
側
面
的
ニ
協
力
」
す
る
こ
の

企
て
に
参
加
し
て
い
た
の
は
「
日
本

ビ
ル
マ
協
会
」
「
日
印
協
会
」
「
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
中
央
会
」
な
ど
21
団

体
で
、
「
東
京
基
督
教
青
年
会
」
は

常
任
委
員
と
し
て
総
主
事
菅
儀
一
を

送
っ
て
深
く
関
与
し
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
敗
戦
直
後
、
「
在
外

軍
人
・
軍
属
・
邦
人
６
５
０
万
人
」

の
日
本
国
へ
の
引
揚
げ
事
業
を
担
っ

た
厚
生
省
「
引
揚
援
護
庁
の
初
代
長

官
」
は
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
総
主

事
を
休
職
し
て
就
任
し
た
齊
藤
惣
一

で
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
直
し
続
け
た

い
。

■高等学院を支えるチャリティーコンサート

赤坂の霊南坂教会を会場に

１０月１５日、チャリティー

コンサートを開催しました。

前半は飯靖子さんのオルガン
い い ・ せ い こ

と飯顕さんのヴィオラが、礼
いいあきら

拝堂を素敵な空間にしてくれ

ました。後半は生徒有志が演奏。トーンチャイムとギター伴奏による「アメイ

ジンググレイス」、オルガンとコラボでの「主よ人の望みの喜びよ」にチャレ

ンジしました。またオリジナルの台本による「ピーターと狼」は、ピアノ演奏

に合わせてナレーションするという難しい役にも挑戦。２週間の練習期間しか

ありませんでしたが、力を合わせて仕上げることが出来ました。受付係や司会

も生徒が行い、良い経験ができました。緊張していた生徒たちですが、終わっ

た後の笑顔や「楽しかった！」のコメントを聞けたことは嬉しいことでした。

来場者は７０人を超え、益金は１７万円になりました。たくさんのご支援あり

がとうございます。当日の動画は１月末日まで配信しています

（１,０００円）。ご希望の方は下記からお申込みください。

https://forms.gle/KW2tEML3E5eNeweF7

（高等学院 吉岡由見子）

江東ＹＭＣＡ幼稚園ＹＭＣＡ保育園ねがい オリーブ保育園

行事再開 ～元気な園児たち

遠足代わりに、園庭の菜園でお芋ほり。皆で育てた

お芋を力いっぱい掘って、蒸しパンにしました。

キャナルコート保育園 芝浦アイランドこども園

運動会の代わりに、園庭で「ファミリースポーツ

デイ」を開催。久しぶりに親子で行事を楽しみま

した。

小学校の体育館を借りて、年長のさくら組が「さく

らライブ」を開催。「逃走中」やリレーなど、普段

の遊びを保護者に見ていただきました。

１０月に運動会を開催。今年も年少・年中・年長組

それぞれに、園生活で出会った絵本やお話の世界を

テーマにして、競技や表現を楽しみました。

緊急事態宣言が解除された秋。各園では感染対策を工夫しな

がらも、久方ぶりの行事を楽しみました。

飯靖子さん、飯顕さんと、生徒たちが出演

密を避けて学年毎に運動会を開催。「笑顔～想いはひ

とつ」のテーマどおり、笑顔がいっぱいの会でした。

今年もまた毛糸遊びの一環としてクリスマスのオー

ナメントを作り、保護者の協力を得て換金して全額

献金します。今年は昭和大学江東豊洲病院こどもセ

ンターに寄付することになりました。オーナメント

の木組は、保護者がボランティアで作業。皆で心豊

かなクリスマスを迎えられるよう願っています。

しののめＹＭＣＡこども園

写真左＝菅儀一(東京ＹＭＣＡ元総主事）

写真右＝齊藤惣一（日本ＹＭＣＡ同盟元総主事）
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